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　4月10日に春日市立中学校、11日に同小学校の入学式が行われ、それぞれ1294人と
1215人の新入生が、新たな学校生活をスタートさせました（写真は春日南小学校入学式）



平成26年度施政方針
「住みよさ発見　市民都市かすが」の実現を目指して

　平成26年第1回市議会定例会で、井上市長が、
市の基本方針や政策についての姿勢を示す施政方針演説を行いました。
　「住みよさ発見　市民都市かすが」の実現を目指して、本年度、どのような
方針で市政運営に取り組んでいくのか、皆さんにお知らせします。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
と
働
く
世
代
の
減
少
に
よ
り
、

日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
揺
ら
ぎ
、現
在
、現
役
世
代

２
・
４
人
で
高
齢
者
１
人
を
支
え
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
の
た
め
、

本
年
４
月
に
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

増
税
後
の
急
激
な
消
費
の
冷
え
込
み
が
懸
念
さ
れ
る

な
ど
、地
方
経
済
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、本

年
も
、厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
確
実

で
す
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
、将
来
を
見
据
え
た
責
任
の
あ
る

市
政
運
営
に
、確
固
た
る
信
念
と
情
熱
を
傾
け
、一
つ

一
つ
の
課
題
に
誠
心
誠
意
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、行
財
政

改
革
や
節
減
へ
の
努
力
を
積
み
重
ね
、平
成
25
年
度
末

の
市
債
残
高
は
４
２
１
億
円
と
、最
も
高
か
っ
た
平
成

10
年
度
末
の
６
３
４
億
円
か
ら
２
１
３
億
円
を
縮
減

で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、私
を
含
め
市
民
が
切
望
し
て
い
た
春
日
警
察

署
の
設
置
に
つ
い
て
も
、市
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
の
皆

さ
ん
と
共
に
続
け
て
き
た
要
望
が
実
を
結
び
、開
庁
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え

た（
仮
称
）総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
、局
所

的
集
中
豪
雨
対
策
で
あ
る
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
な

ど
、安
全
安
心
の
要
と
な
る
大
型
事
業
を
背
景
に
、数

年
は
市
債
残
高
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、将
来

に
責
任
の
あ
る
確
か
な
市
政
の
発
展
へ
と
歩
み
を
進

め
る
た
め
、新
た
な
課
題
に
も
目
を
そ
ら
さ
ず
、必
要

な
こ
と
は
具
体
策
に
よ
り
着
実
な
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
る
上
で
、市
民
と
行
政
と
の

信
頼
関
係
が
不
可
欠
で
す
。こ
の
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
た
め
に
も
、今
後
も
出
前
ト
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
設
け
、真し
ん
し摯

な
対
話
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

は
じ
め
に

春日市長　井上　澄和

行政管理課企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

2市 報 か す が
平成26年5月1日



　
豊
か
な
市
民
生
活

【
市
民
公
益
活
動
の
推
進
】

▽
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
で
、自
治
会
活

動
を
支
援
し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
さ
せ
ま
す
。

▽
自
治
会
加
入
の
促
進
や
新
た
な
担
い
手
の

確
保
な
ど
、自
治
会
連
合
会
と
共
に
研
究

し
ま
す
。

▽
松
ヶ
丘
と
光
町
地
区
公
民
館
の
大
規
模
改

修
を
行
う
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
整
備
を
進
め
ま
す
。

▽
市
民
公
益
活
動
事
業
補
助
金
を
、よ
り
利

用
し
や
す
い
制
度
へ
と
見
直
す
な
ど
、市

民
公
益
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

【
人
権
の
尊
重
】

▽「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
推
進　

第
３

次
春
日
市
実
施
計
画
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

人
権
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
人
権
擁
護
委
員
な
ど
と
連
携
し
、市
民
の

人
権
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、教
育
全

体
を
通
じ
た
人
権
教
育
を
進
め
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
】

▽
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、男

女
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

▽
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

を
行
い
、第
３
次
春
日
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

【
環
境
と
の
共
生
】

▽
環
境
保
全
の
率
先
的
活
動
を
奨
励
す
る
事

業
を
行
う
な
ど
、持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

▽
犬
や
ネ
コ
の
ふ
ん
尿
な
ど
の
問
題
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、飼
い
主
の
飼
育
マ
ナ
ー

向
上
や
適
正
な
管
理
な
ど
に
向
け
た
効
果

的
な
方
策
を
研
究
し
ま
す
。

▽
可
燃
ご
み
の
排
出
量
が
増
加
に
転
じ
て
お

り
、生
ご
み
の
水
切
り
、古
紙
回
収
、事
業

系
ご
み
の
減
量
の
啓
発
な
ど
、ご
み
の
減

量
を
進
め
ま
す
。

▽
不
燃
ご
み
指
定
袋
に「
持
ち
去
り
禁
止
」の

表
示
を
加
え
、全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
資
源
物
の
持
ち
去
り
を
防
止
し
ま

す
。

▽（
仮
称
）新
南
部
工
場
の
完
成
に
向
け
、地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
、多
目

的
広
場
な
ど
の
周
辺
地
区
の
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

【
防
犯
体
制
の
整
備
】

▽
春
日
警
察
署
の
開
庁
に
併
せ
、地
域
生
活

部
に「
安
全
安
心
課
」を
新
設
し
、地
域
や

警
察
と
連
携
し
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

▽
防
犯
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
の
防
犯

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、防
犯
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▽
市
を
挙
げ
て
暴
力
団
を
排
除
す
る
機
運
を

高
め
、体
制
を
強
化
し
ま
す
。

▽
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、高
齢
者
な
ど
へ
の
悪
質
商
法
の
被
害

防
止
を
図
り
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
・
農
業
支
援
】

▽
春
日
市
商
工
会
と
の
連
携
体
制
を
強
化

し
、小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
改
善
支
援

や
事
業
資
金
融
資
制
度
な
ど
で
、商
工
業

者
を
支
援
し
ま
す
。

▽「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」へ
の
公
費
助
成

や「
地
域
の
元
気
な
商
店
会
づ
く
り
事
業

補
助
金
」で
、地
域
と
商
工
業
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

▽
市
民
農
園
な
ど
を
通
じ
て
、自
然
と
調
和

し
た
都
市
環
境
を
維
持
保
全
し
ま
す
。

　
安
心
な
健
康
福
祉

【
地
域
福
祉
の
推
進
】

▽
地
域
に
暮
ら
す
市
民
が
生
涯
を
通
し
て
生

き
生
き
と
、自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、自
治
会
、春
日
市

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
高
齢
者
支
援
】

▽
地
域
ケ
ア
体
制
の
強
化
、認
知
症
高
齢
者

支
援
策
の
充
実
、介
護
予
防
・
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

▽
春
日
市
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
５
・
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
り
、高
齢

者
支
援
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
上
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
さ
れ
る
、

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
を
開
設
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
今

後
10
年
間
を
見
通
し
、適
正
な
介
護
保
険

料
の
設
定
を
行
い
、地
域
支
援
事
業
の
再

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
積
極
的
に
介
護
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、介
護
予
防
事
業

の
充
実
に
努
め
、住
民
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

▽
策
定
中
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
が
、保
育
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支

援
の
望
ま
し
い
在
り
方
を
示
す
計
画
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
て
、

地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環

境
を
作
り
ま
す
。

▽
福
岡
徳
洲
会
病
院
新
病
棟
に
設
置
予
定
の

病
児
・
病
後
児
の
預
か
り
保
育
施
設
を
、市△いきいきフェスタの子育てひろば
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ま
ち
を
目
指
し
、体
や
心
の
健
康
づ
く
り
、

食
生
活
の
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

▽
特
定
健
康
診
査
の
未
受
診
者
に
対
し
、保

健
師
や
管
理
栄
養
士
が
積
極
的
に
受
診
を

勧
奨
す
る「
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
事

業
」を
実
施
し
、受
診
率
を
向
上
さ
せ
ま

す
。

▽
糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、特
定
健
康
診
査
の
受
診
結
果
な
ど
か

ら
適
切
な
保
健
指
導
を
行
う
、「
重
症
化
予

防
対
策
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

▽
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、が

ん
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
を
推
進
し
ま

す
。

▽
予
防
接
種
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、成

人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業
や
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
予
防
対
策
補
助
事
業
を
実

施
し
、市
民
の
健
康
を
保
持
し
ま
す
。

    

活
力
あ
ふ
れ
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

【
学
校
教
育
の
充
実
】

▽
小
中
学
校
が
連
携
し
て
取
り
組
む「
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」を
充
実
し
ま
す
。

▽
小
学
校
６
年
生
30
人
以
下
学
級
、小
学
校

全
学
年
で
の
外
国
語
活
動
な
ど
を
実
施

し
、き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
に
、不
登
校

専
任
教
員
な
ど
を
配
置
し
、小
中
学
校
９

年
間
を
見
通
し
た
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

民
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
舎
の
長
寿
命
化
対
策

や
、空
調
機
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
暑
熱

対
策
を
行
い
ま
す
。

▽
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
入
院
の
場
合

の
助
成
対
象
者
を
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
へ
と
拡
充
し
、子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
支
援
】

▽
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、第
４
次
春
日
市
障
害
者
福
祉

長
期
行
動
計
画
お
よ
び
第
４
期
春
日
市
障

が
い
福
祉
計
画
を
作
り
ま
す
。

▽
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
な
ど
で
、地

域
の
特
性
に
応
じ
、柔
軟
で
効
果
的
な
支

援
に
努
め
ま
す
。

▽
障
害
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の
物
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
調
達
を
率
先
し
て
行
い
、障

が
い
者
な
ど
の
自
立
を
促
進
し
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
支
援
】

▽
い
き
い
き
と
健
康
に
生
活
で
き
る
明
る
い

▽
市
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
や
い
じ
め
防

止
等
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、い
じ

め
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、発

達
障
が
い
な
ど
に
よ
る
個
別
の
配
慮
や
支

援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
指
導
体
制
を

整
え
ま
す
。

▽
小
中
学
校
の
天
井
や
照
明
器
具
な
ど
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
春
日
東
中
学
校
の
平
成
27
年
度
建
替
完
了

を
目
指
し
て
、普
通
教
室
棟
お
よ
び
多
目

的
室
・
プ
ー
ル
な
ど
の
建
築
に
着
手
し
ま

す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

▽
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
活
動
を
奨
励
し
、地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

▽
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、地

域
教
育
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
連
携
し
、家
庭
教
育
力
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

▽
市
の
Ｐ
Ｒ
大
使「
か
す
が
く
ん
」、「
あ
す
か

ち
ゃ
ん
」の
着
ぐ
る
み
を
新
し
く
し
た
り
、

新
た
な
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
す
る
な
ど
し

て
、ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

▽
市
民
が
支
え
る
図
書
館
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

▽
市
民
図
書
館
と
小
中
学
校
図
書
館
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、図
書

館
資
料
を
有
効
活
用
し
ま
す
。

【
文
化
の
振
興
】

▽
多
く
の
市
民
が
多
種
多
様
な
文
化
芸
術
に

触
れ
、ま
た
、自
ら
が
取
り
組
み
、個
性
を

発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
文
化
芸
術
の

出
会
い
と
学
び
の
拠
点
と
し
、事
業
内
容

を
充
実
し
、安
全
で
快
適
な
利
用
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
存
・
活
用
】

▽
文
化
財
に
、よ
り
興
味
を
持
ち
深
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、「（
仮
称
）奴
国
読
本
」

を
作
成
し
、全
戸
配
布
し
ま
す
。

▽
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
大
土
居
水
城
跡
と

天
神
山
水
城
跡
の
将
来
的
な
保
存
・
活
用

の
方
針
を
定
め
る
保
存
管
理
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

▽
文
化
財
に
親
し
み
、郷
土
愛
を
育
め
る
よ

う
、市
民
と
と
も
に
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ

な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

△はるかぜ配送便

△教育支援センター
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【
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
の
振
興
】

▽
市
民
一
人
一
人
が
自
主
的
、主
体
的
に
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

▽
多
様
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
拠
点
と
な
る
よ
う（
仮
称
）

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を

進
め
ま
す
。

　
快
適
な
都
市
整
備

【
良
好
な
住
環
境
の
確
保
】

▽「
春
日
市
地
区
街
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
く

良
質
な
ま
ち
づ
く
り
と
、「
改
訂　

春
日
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▽
市
営
若
草
住
宅
の
１
棟
目
の
建
設
工
事
を

完
了
さ
せ
、２
棟
目
の
設
計
や
既
存
住
宅

棟
の
解
体
撤
去
を
行
う
な
ど
、計
画
的
に

建
て
替
え
を
進
め
ま
す
。

【
交
通
体
系
の
整
備
】

▽
県
事
業
那
珂
川
宇
美
線
整
備
事
業
の
下
白

水
工
区
と
小
倉
工
区
の
今
年
度
事
業
完
了

に
向
け
、県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、泉
入

口
交
差
点
か
ら
西
側
の
整
備
の
早
期
着
手

を
要
望
し
ま
す
。

▽
円
滑
な
交
通
と
歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、小
倉
紅
葉
ヶ
丘
線
整
備
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▽
福
岡
都
市
計
画
道
路
長
浜
太
宰
府
線
の
未

整
備
区
間
の
早
期
事
業
着
手
と
、主
要
地

方
道
の
福
岡
筑
紫
野
線
の
道
路
改
良
工
事

の
早
期
着
手
を
県
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

▽
一
般
市
道
を
快
適
に
通
行
で
き
る
よ
う
道

路
改
良
や
雨
水
排
水
能
力
の
向
上
の
た
め

の
側
溝
整
備
、歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通

行
の
た
め
の
歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。ま

た
、橋
り
ょ
う
の
適
切
な
維
持
管
理
に
も

努
め
ま
す
。

▽
県
の
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、西
鉄
春
日

原
駅
周
辺
整
備
事
業
を
推
進
し
、都
市
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」の
空
白
地

帯
を
解
消
す
る
た
め
、ル
ー
ト
見
直
し
を

行
う
な
ど
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

目
指
し
ま
す
。

▽
交
通
安
全
の
た
め
、ゾ
ー
ン
30
の
推
進
、通

学
路
安
全
点
検
調
査
の
実
施
、自
転
車
利

用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

【
憩
い
の
空
間
整
備
】

▽
各
地
区
公
園
の
遊
具
と
施
設
の
安
全
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、公
園
愛
護
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
白
水
大
池
公
園
や
大
牟
田
池
自
然
公
園
な

ど
の
本
市
に
残
さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の
自
然

植
生
林
保
存
に
努
め
ま
す
。

【
防
災
体
制
の
充
実
】

▽
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
自
主
防
災
組
織

へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
団
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
安
全
安
心
課
の
新
設
に
よ
る
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
上
下
水
道
の
維
持
・
保
全
】

▽
水
資
源
を
確
保
し
、良
質
な
水
を
安
定
供

給
し
ま
す
。

▽
汚
水
管
の
計
画
的
な
調
査
・
診
断
・
改
修
を

行
い
、老
朽
化
に
伴
う
事
故
や
機
能
停
止

を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
駐
車
場
地

下
に
整
備
す
る
雨
水
貯
留
施
設
の
築
造
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

▽
小
倉
第
３
雨
水
幹
線
な
ど
の
改
修
を
行

い
、北
部
地
区
の
浸
水
被
害
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

▽
豪
雨
時
の
雨
水
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
、水

利
組
合
の
協
力
を
得
な
が
ら
、市
内
６
カ
所

の
た
め
池
の
水
位
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
推
進

【
組
織
力
の
向
上
】

▽
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
、市
民
意
識
調
査
の
実
施
や
、施
策

の
進
捗
状
況
を
検
証
し
ま
す
。

▽
職
員
の
健
康
増
進
、能
力
開
発
の
促
進
を

図
り
、職
員
の
育
成
と
活
力
あ
る
組
織
づ

く
り
に
努
め
、職
員
採
用
や
再
任
用
制
度

を
活
用
し
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
ま

す
。

▽
市
報
の
発
信
力
を
高
め
、親
し
み
の
持
て

る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、マ
ス

コ
ミ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、広
報
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

▽
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
刷
新
を
図
り
ま
す
。

▽
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、内
部
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
施
設
の
予
約
を

可
能
に
す
る
た
め
、公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
平
成
27
年
度
導
入
を
目
指
し
ま

す
。

【
経
営
資
源
の
有
効
な
活
用
】

▽
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、財
政
健

全
化
判
断
比
率
４
指
標
の
適
正
な
数
値
を

堅
持
し
、財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

▽
納
税
機
会
の
拡
大
と
税
徴
収
を
強
化
す
る

た
め
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
今
年
度
か
ら
導

入
し
ま
す
。

△惣利地区に開通したゾーン30
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平成26年度春日市当初予算
～最大規模の安全安心予算～
平成26年度の春日市の当初予算をお知らせします。

財政課　財政担当　☎（584）1111　F（584）1145

予算総額　530億9750万円

　自主財源の要である市税のうち市民税は、景気回復の兆しを反映して個人と法人の所得の伸びなどを見込ん
で、増額しています。また、固定資産税は、消費増税前の新増築の駆け込み需要を見込んで、増額しています。
　地方交付税と臨時財政対策債については、国の地方財政対策により減額を見込んでいます。
　一方で、扶助費などの社会保障関係経費は増額を見込み、（仮称）総合スポーツセンターの整備や春日東中学
校と市営住宅の建て替えなどの投資的経費も確保する必要があります。このため、人件費の削減や事務事業の
見直しを継続して行い、併せて基金や市債を活用しています。

▷一般会計予算　316億1413万円（前年度比＋9.2％）

▷特別会計予算　214億8337万円（前年度比＋4.6％）
　国民健康保険の給付の費用は減額を見込んでいますが、高齢化などに伴い後期高齢者医療事業や介護保険事
業などの費用は増額を見込んでいます。さらに、浸水対策に伴う下水道事業に要する費用も増額を見込んでい
ます。
　本年度も、市民満足度を向上させるため、限られた予算を適正かつ有効に活用します。

会計区分
予算額 対前年度比

平成 26年度 平成 25年度 増減額 増減率
一般会計 316億 1413万円 289億 5975万円 26億 5438万円 9.2％

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 105億 2928万円 106億 7120万円 ▲ 1億 4192万円 ▲ 1.3％

後期高齢者医療事業特別会計 11億 6100万円 11億 3483万円 2617万円 2.3％
介護保険事業特別会計 55億 7594万円 51億 9142万円 3億 8452万円 7.4％
筑紫地区障害支援区分等
審査会事業特別会計 ー 1970万円 ▲ 1970万円 皆減

下水道事業会計
（公営企業会計）

収入　37億 1777万円収入　  29 億 386万円 8億 1391万円 28.0％
支出　42億 1715万円 支出　35億 1431万円 7億 284万円 20.0％

特別会計合計 214億 8337万円 205億 3146万円 9億 5191万円 4.6％
全会計合計 530億 9750万円 494億 9121万円 36億 629万円 7.3％

※　特別会計合計、全会計合計では、下水道事業会計の支出額を計上しています。
※　筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計は、筑紫地区4市1町で持ち回りで担当しており、平成26年度は太宰府市が

当番市です。

■平成26年度当初予算

※人口は平成25年度末現在の人口（11万1663人）を用いています。また、残高は全て平成26年度末見込みのものです。

（▲マイナス）
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一般会計　歳入
　一般会計当初予算の歳入は、自主財源の柱である市税が３年連続の増収となる見込みですが、実質的な地方交
付税（※1）は２年連続で減収となる見込みです。また、（仮称）総合スポーツセンター整備事業の本格化に伴い、市債
（起債額）と基金からの繰入金は大幅な増額となりました。
増加した主な財源と増加額　市債 17億2960万円、繰入金 10億6061万円、市税 3億4044万円　など
減少した主な財源と減少額　諸収入 ▲4億5255万円、地方交付税 ▲3億3544万円　など
（※1）　実質的な地方交付税とは、地方交付税と臨時財政対策債の予算額の合計です。

0 50 100 150 200 250 300 350
億円

地方交付税
39億6701万円
（12.5％）

諸収入
6億6200万円
（2.1％）

市債
39億3460万円
（12.4％）

国県支出金
66億8161万円
21.1％

国県支出金
65億254万円
（22.4％）

地方交付税
43億245万円
（14.9％）

市税
121億8961万円

38.6％

市税
118億4917万円
（40.9％）

使用料・分担金など
28億4788万円
（9.1％）

地方譲与税など
13億3142万円
（4.2％）

使用料・分担金など
17億586万円
（5.9％）

諸収入
11億1455万円
（3.9％）

市債
22億500万円
（7.6％）

地方譲与税など
12億8018万円
（4.4％）

平成
25年度

平成
26年度

依存財源自主財源

0 50 100 150 200 250 300 350
億円

扶助費
82億89万円
（25.9％）

普通建設事業費など
48億7290万円
（15.4％）

補助費等
44億4300万円
（14.1％）

物件費
44億5843万円
（14.1％）

人件費
37億3732万円
（11.8％）

扶助費
80億6858万円
（27.8％）

人件費
38億1272万円
（13.2％）

補助費等
42億990万円
（14.5％）

平成
25年度

平成
26年度

公債費
30億4933万円
（9.6％）

その他
28億5226万円
（9.1％）

義務的経費 投資的経費 その他の経費

公債費
29億8335万円
（10.3％）

普通建設事業費など
27億1885万円
（9.4％）

物件費
41億4959万円
（14.3％）

その他
30億1676万円
（10.5％）

一般会計　歳出
　義務的経費は、障がい者関係給付費や就学援助給付費が増えたことによる扶助費の増加や、平成22年度の臨時
財政対策債の元金償還開始に伴う公債費の増額などのため、1億2289万円の増となりました。また、投資的経費
は（仮称）総合スポーツセンター整備事業の本格化に伴い、昨年度の予算額を大幅に上回る21億5405万円の増と
なりました。

◆性質別

※使用料、分担金などは、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※地方譲与税などは、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ
場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。
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支出区分 目的 予算額 市民1人当たりの
予算額構成比

民生費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉のために 127億252万円 40.2% 11万3758円
教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 66億4394万円 21.0％ 5万9500円
公債費 借入金の返済のために 30億4935万円 9.6％ 2万7308円
衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 30億4860万円 9.7％ 2万7302円
総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 23億6922万円 7.5％ 2万1218円
土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 21億2296万円 6.7％ 1万9012円
消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 9億728万円 2.9％ 8125円
商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億9463万円 1.2％ 3534円
議会費 議会の運営などのために 2億8058万円 0.9％ 2513円
労働費 雇用拡大や失業対策などのために 3318万円 0.1％ 297円

農林水産業費 農業振興などのために 2389万円 0.1％ 214円
その他 その他の支出や、緊急を要するときのために 3798万円 0.1％ 340円

合計 316億1413万円 100.0％ 28万3121円

◆目的別

◆一部事務組合・企業団への負担の状況

★平成26年度は次の事業をします★
　▷（仮称）総合スポーツセンター施設整備事業　28億8542万円
　▷障がい者関係給付事業　13億5236万円
　▷地区公民館等大規模改修事業　1億8736万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 
　▷西鉄春日原駅周辺整備事業　3億4263万円
　▷春日東中学校施設整備事業　4億7489万円　 
　▷奴国読本作成配布事業  400万円

　春日市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況は、春日・大野城・那
珂川消防組合が行う福岡都市圏消防通信指令業務共同運用準備のために要する経費増や、福岡都市圏南部環境事
業組合が行う（仮称）新南部工場の建設が本格化したことにより、2億4477万円の増加となりました。

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 1億8942万円 1696円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 8億5040万円 7616円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 1億753万円 963円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 4910万円 440円

福岡県自治振興組合 職員研修および公文書の保存など 186万円 17円

福岡県市町村消防団員等
公務災害補償組合 消防団員の公務災害補償事務 75万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 915万円 82円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみを処理する（仮称）新南部工場の設置など 4億660万円 3641円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 7億6670万円 6866円

合計 23億8151万円 2万1328円
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一般会計　基金
基金（預貯金）の見込み残高　57億7627万円
市民1人当たり　基金残高　5万1729円

　基金とは、家計に例えると預貯金に当たるもので
す。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てや取
り崩しをするもの（市民スポーツセンター整備基金、
連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な減収や
災害など予期しない支出に備えて積み立てているも
の（財政調整基金）があります。平成26年度予算では、
（仮称）総合スポーツセンター整備事業のために取り
崩し額が大幅に増加するため、基金残高は減少する予
定です。
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一般会計　市債
市債（ローン）の見込み残高　285億6426万円
市民1人当たり　市債残高　25万5808円

　市債とは家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際、その費用を一括して支払えない場合に、市債を発行し資金を借り入れることがあり
ますが、これには、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平
にする意味があります。
　春日市では、新たな借り入れを可能な限り抑えてきたため、残高総額は年々緩やかに減少してきましたが、（仮
称）総合スポーツセンター整備事業の本格化に伴い、残高は増に転じる見込みです。また、国の地方交付税の財源
不足を補うための市債（臨時財政対策債）の残高も増加しており、市債残高全体に占める割合が昨年度に引き続き
50％を超える見通しです。

0
5
10
15
20
25
30
35
40
億円

22 23 24 25 26 年度

23.6
20.3 19.4

22.1

39.3

6.4
3.9 3.0 5.5

23.5

17.2 16.4 16.4 16.6 15.8

臨時財政対策債 それ以外の市債
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臨時財政対策債 それ以外の市債

可能な限り市債の発行を抑制し、また自主財源の確保や
事務事業の一層の見直しも行いながら、今後も健全な財政運営に努めます。

■基金現残高の状況

■新規借入額の推移 ■市債残高の推移

※平成25・26年度は見込み額

※当初予算ベース ※平成25・26年度は見込み額
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問い合わせ先　福祉計画課　地域福祉担当　☎（584）1111 F（584）1142

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、地
域
住
民
の
相
談

相
手
に
な
る
な
ど
、地
域
福
祉
の
推
進
の
た

め
に
活
動
し
て
い
る「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」と
、主
に
児
童
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
活

動
し
て
い
る「
主
任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。

　

５
月
12
日
㈪
か
ら
31
日
㈯
の
間
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
も
っ
と
よ
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、高
齢
者
家
庭
な
ど
を
訪

問
す
る「
友
愛
訪
問
活
動
」を
行
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

△民生委員・児童
　委員PRカード

【
東
地
区
】

▽
春
日
地
区　

西に
し
む
ら村 

豊ゆ
た
か、 

白し
ろ
う
ず水 

高た
か
こ子

、

齊さ
い

藤と
う 

た
み
子こ

▽
塚
原
台
地
区

米よ
ね
だ田 

東は
る
こ子
、岡お
か 

美み

え惠

▽
春
日
公
園
地
区

福ふ
く
も
と本 

健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
、 

前ま
え
だ田 

憲け
ん

治じ

、鈴す
ず
き木 

加か

よ

こ
代
子 

▽
春
日
原
地
区

清し
み
ず水 

み
え
こ
、玉た
ま
え江 

禎よ
し

彬あ
き

、松ま
つ
な
が永 

惠け
い
こ子
、梅う
め
ざ
き﨑  

嘉よ
し

子こ
▽
春
日
原
南
地
区　

坂さ
か
い井 

満ま

り

こ
里
子
、原は
ら
ぐ
ち口 

泰や
す

隆た
か

▽
惣
利
地
区

野の
ぐ
ち口 

京き
ょ
う
こ子
、泉
い
ず
み 
保や
す
み
ち道

▽
千
歳
町
地
区

永な
が
お
さ翁 

き

よ

こ
代
子
、薄う
す
い井 
順
じ
ゅ
ん

子こ

、池い
け
だ田 

嘉よ
し
あ
き明

▽
光
町
地
区

伊い
と
う藤 

早さ

ゆ

り
百
合
、田た
な
か中 

節せ
つ
こ子

▽
平
田
台
地
区　

中な
か
の野 

正ま
さ
つ
ね常

、石い
し
は
ら原 

由ゆ

み美 

子こ
▽
主
任
児
童
委
員

岩い
わ
た
に谷 

美み
つ
き月
、竹た
け
の
う
ち

之
内 

美み

津つ

こ子

【
西
地
区
】

▽
泉
地
区

宇う

の野 

五い

そ

こ
十
子
、吉よ
し
だ田 

美み 

代よ

こ子 

▽
大
谷
地
区

江え
ざ
き﨑 

洋よ
う
こ子

、𠮷よ
し
だ田 

和か
ず
こ子

、

永な
が
の野 

澄す
み
こ子

▽
上
白
水
地
区

佐さ
と
う藤 

タた

か

こ
カ
子
、一い
ち
の
せ

ノ
瀬 

鈴す
ず
こ子
、吉よ
し
の野 

紘こ
う
じ二
、小こ
ざ
き﨑 

英え
い
こ子

▽
白
水
ヶ
丘
地
区

川か
わ
ば
た畑 

純す
み
こ子
、山や
ま
お
か岡 

尚な
お
こ子

▽
小
倉
地
区

小お
が
わ川 

明め
い
こ子

、白し
ろ
う
ず水 

公き
み
こ子

、

迫さ
こ
だ田 

三み

ち

こ
千
子 

▽
下
白
水
北
地
区

吉よ
し
だ田 

章し
ょ
う
こ子
、門か
ど
た田 

昌ま
さ
こ子
、

石い
し
ば
し橋 

壯そ
う
じ児

▽
下
白
水
南
地
区

井い
の
く
ち口 

ユゆ

う

こ
ウ
子 

、堀ほ
り 

雅の
り
こ子
、

糸い
と
や
ま山 
正ま
さ
こ子

▽
昇
町
地
区

金か
ね
こ子 

珠た
ま
え江
、𠮷よ
し
だ田 

喜き

よ代

子こ

、
江え
ぐ
ち口 
澄す
み
あ
き明
、
田た
き
た北 

勇い
さ
む

▽
大
土
居
地
区

池い
け
べ部 

晴は
る
こ子

、松ま
つ
も
と本 

裕ゆ
う
こ子

▽
主
任
児
童
委
員

川か
わ
さ
き﨑 

康や
す
の
り紀
、洲す
ざ
き﨑 

ゆ
か
り 

【
南
地
区
】

▽
小
倉
東
地
区

廣ひ
ろ
お
か岡 

順じ
ゅ
ん
こ子
、井い
の
う
え上 

キ
ヨ
ミ

▽
白
水
池
地
区

山や
ま
も
と本 

秀ひ
で
こ子
、田た
し
ろ代 

義よ
し
ひ
と人

▽
宝
町
地
区

田た
し
ろ代 

蔀し
と
み、岩い
わ
さ佐 

那な

ち

こ
智
子
、

田た
じ
ま島 

順じ
ゅ
ん
こ子

▽
ち
く
し
台
地
区

天あ
ま
の野 

昭あ
き
ら、籾も
み
い井 

惠え

み

こ
美
子
、

米よ
ね
か
わ川 

節せ
つ
こ子

▽
天
神
山
地
区

吉よ
し
だ田 

勝か
つ
よ代
、福ふ
く
も
と元 

千ち
づ
る鶴
、

山や
ま
ざ
き﨑 

八や

え

こ
重
子

▽
松
ヶ
丘
地
区

香か
つ
き月 

朋と
も
こ子
、山や
ま
な
か中 

良よ
し
つ
ぎ次
、

井い

ど戸 

幸ゆ
き
こ子

▽
紅
葉
ヶ
丘
地
区

手て
し
ま島 

朝あ
さ
え江
、宮み
や
は
ら原 

和か
ず
こ子
、

新し
ん
か
わ川 

元も
と
よ
し良
、井い
の
う
え上 

惠け
い
こ子
、

森も
り 

久く

み

こ
美
子

▽
大
和
町
地
区

村む
ら
せ瀨 

英ひ
で
お雄
、（
一
人 

選
考
中
）

▽
若
葉
台
東
地
区

龍り
ゅ
う
美み

え

こ
惠
子
、元も
と
き木 

由ゆ

き紀
子こ

▽
若
葉
台
西
地
区

塚つ
か
も
と本 

禎さ
だ
よ
し

、日ひ
ぐ
ま隈 

美み

え枝

子こ

、（
一
人 

選
考
中
）

▽
主
任
児
童
委
員

市い
ち
き耒 

睦む
つ
こ子

、今い
ま
む
ら村 

美み

さ佐 

子こ

【
北
地
区
】

▽
岡
本
地
区

有あ
り
よ
し吉 

友と
も
お雄
、髙た
か
た田 

悦え

つ都 

子こ

、森も
り
や
ま山 

洋よ
う
じ治

▽
桜
ヶ
丘
地
区

長な
が
さ
わ澤 

元も
と
こ子

、本ほ
ん
だ田 

夏な
つ
き木

、

田た
な
か中 

美よ
し
こ子

、松ま
つ
だ田 

幹み
き
お夫

、

西に
し
ほ
り堀 

玲れ
い
こ子

▽
須
玖
南
地
区

村む
ら
た田 

京き
ょ
う
こ子
、財ざ
い
つ津 

一か
ず
ゆ
き征
、

緒お
が
た方 

民た
み
こ子
、原は
ら 

英ひ
で
あ
き昭

▽
須
玖
北
地
区

森も
り 

英ひ
で
と
し敏
、田た
な
か中 

栄え
い
こ子
、

内う
ち

野の 

み
ど
り
、梅う
め
ざ
き﨑 

孝た
か
ひ
こ彦                  

 

▽
日
の
出
町
地
区

三み
う
ら浦 

靖や
す
た
か隆
、宮み
や
は
ら原 

正ま
さ
し司

▽
サ
ン
・
ビ
オ
地
区

下し
も
は
ら原 

壽す
み
え惠
、岡お
か
だ田 

泰や
す
こ子

▽
弥
生
地
区

川か
わ
さ
き﨑 

節せ
つ
こ子
、合ご
う
は
ら原 

ヨ
リ

子こ

、石い
し
い井 

正ま
さ
ゆ
き幸

▽
主
任
児
童
委
員

髙た
か
の野 

ま
ゆ
み
、中な
か
む
ら村 

一か
ず
と登

民生委員・児童委員の主な活動
▷住民の生活実態の把握
▷地域住民が抱える問題に対す
る相談

▷住民が必要とする福祉サービ
スの情報提供や関係行政機関
への連絡

▷社会福祉を目的とする事業を
経営する者や福祉活動を行う
者との連携と活動の支援

秘密は厳守します。福祉に関する悩みがある人は、気軽に相談してください。
担当区域など、詳しくは問い合わせてください。名簿は、市ウェブサイトにも掲載しています。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

私
た
ち
の
ま
ち
の

市内の民生委員・児童委員、主任児童委員（平成26年4月1日現在）※敬称略
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４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、非
課
税
世
帯
を
対
象
に「
臨
時

福
祉
給
付
金
」を
、児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
中
間
所
得
者
を
対
象
に「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」を
給
付
し
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、平
成
26

年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
期
間
や
申
請
方
法
は
市
町
村
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
申
請
先
の

市
町
村
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、春
日
市
で
の
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、市
報
６
月
15
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、春
日
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
随
時

情
報
を
更
新
し
ま
す
。

春
日
市
の
申
請
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

９
月
30
日
㈫

※「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
対
象

と
な
る
公
務
員
で
既
に
受
給
証
明
書
な
ど

を
勤
務
先
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

も
、受
付
期
間
は
同
様
で
す
。

春
日
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▽
春
日
市
臨
時
福
祉
給
付
金

http://w
w
w
.city.kasuga.fuku 

oka.jp/tetuzuki/fukusi/rinji 
fukusi.htm

l

▽
春
日
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

http://w
w
w
.city.kasuga.fukuo 

ka.jp/tetuzuki/fukusi/kosodate 
rinji.htm

l

臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の申請受付期間
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
、所
得
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、遺
族
年
金
や
障
害

年
金
の
受
給
者
を
含
め
全
員
、

前
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
扶
養
親
族
と
し
て

家
族
の
申
告
書
に
記
載
が
あ
る

場
合
」と「
収
入
の
種
類
が
老
齢

年
金
の
み
の
場
合
」は
、申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、未
申
告
の
場
合
は
、低

所
得
世
帯
に
対
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、限
度
額
適
用
認
定
証

の
交
付
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

未
申
告
の
世
帯
に
は
封
書
で

通
知
を
し
ま
す
の
で
、速
や
か

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

国
保
担
当（
市
役
所
１

階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
１

所得の申告はお忘れなく
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

公開します
平成26年度春日市一般廃棄物処理実施計画

　市内で発生するごみの量の見込みや処理方法など
について取りまとめた平成26年度の春日市一般廃棄
物処理実施計画を策定しました。
　計画の内容については、情報公開コーナー（市役
所2階）やウェブサイトで公開しています。

問い合わせ先　ごみ減量推進課ごみ減量担当
☎（584）1111
F（584）1147

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
名
・
対
象
者

▽
平
成
26
年
度
春
日
市
高
齢
者
の
日
常
生
活
と
介

護
保
険
に
関
す
る
調
査

　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
、要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、65
歳
以
上
の

人
１
２
０
０
人

▽
平
成
26
年
度
春
日
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
実
態
調
査

　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
、要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、介
護
保
険
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
人
１
０
０
０
人

目
的　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画（
平
成
27
〜
29
年
度
）策
定
の
た
め

の
分
析
・
統
計
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
、今
後
の
事
業
計
画
に
役
立
て
る

た
め
。ま
た
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防

事
業
な
ど
が
特
に
必
要
で
あ
る
対
象
者
に

対
し
、情
報
提
供
や
指
導
な
ど
の
支
援
を

円
滑
に
行
う
た
め

調
査
方
法　

４
月
下
旬
頃
に
郵
送
す
る
調
査
票
に

記
入
の
上
、同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
返
送
す
る

※
本
人
に
よ
る
記
載
が
困
難
な
場
合
は
、介
護
者

な
ど
が
回
答
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

回
収
期
限　

５
月
９
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

高齢者アンケート調査を実施します
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

福
岡
都
市
計
画
の
変
更（
都
市
計
画
道
路
の
形
状
変
更
）に
つ
い
て
の

地
元
説
明
会
を
行
い
ま
す
。都
合
の
よ
い
日
時
の
説
明
会
に
参
加

で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
福
岡
都
市
計
画
道
路

▽
３
・
３
・
20
号　

福
岡
筑
紫
野
線

▽
３
・
３
・
21
号　

長
浜
太
宰
府
線

変
更
の
概
要　

昭
和
47
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
両
道
路
に
つ
い
て
、

現
状
の
交
通
量
を
反
映
さ
せ
た
結
果
、交
差
点
周
辺
部
の
形
状
を

変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、都
市
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の

説
明
会
日
時
・
場
所

▽
５
月
17
日
㈯

午
後
７
時
30
分
〜
8
時
30
分（
予
定
）

須
玖
南
公
民
館（
須
玖
南
４
ー
１
２
８
）

☎（
５
８
２
）８
７
３
０（
F
兼
用
）

▽
５
月
23
日
㈮

午
後
７
時
〜
８
時（
予
定
）

下
白
水
北
公
民
館（
下
白
水
北
４
ー
19
）

☎（
５
７
１
）４
１
４
６（
F
兼
用
）

▽
５
月
30
日
㈮

午
後
７
時
〜
８
時（
予
定
）

昇
町
公
民
館（
昇
町
５
ー
１
２
２
）

☆（
５
９
１
）７
２
２
１（
F
兼
用
）

▽
５
月
31
日
㈯

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分（
予
定
）

須
玖
北
公
民
館（
須
玖
北
５
ー
１
５
１
）

☎（
５
８
１
）６
６
２
４

F（
５
８
１
）６
８
１
９

▽
６
月
29
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
中
研
修
室（
大
谷
６
ー
24
）

☎（
５
８
４
）３
３
６
６

F（
５
０
１
）１
６
６
９

福岡都市計画の変更に関する地元説明会を開催
道路管理課 街路担当　☎（584）1111　F（584）1143

筑慈苑（火葬場） 5月27日㈫に休業します

　筑
ち く じ え ん

慈苑は、春と秋に2回行う点検のため、5月27日㈫
に休業します。
　なお、葬斎施設と霊安室は、通常どおり利用できます。

　問い合わせ先　筑慈苑受付窓口
　☎（926）1892
　F（926）1881
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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
幸

せ
な
写
真
や
絵
画
を
歌
に
合
わ
せ

た
、「
男ひ

と女
の
ち
・
か
・
ら
」の
映
像
版
を
作

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
み
ん
な
が
お
互
い
の
違
い
を

認
め
合
い　

い
き
い
き
と
明
る
く
、幸
せ

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」と
い
う
願
い
か
ら

作
っ
た
こ
の
映
像
を
活
用
し
て
、春
日
市

の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、じ
ょ
な
さ
ん
音
頭
は
、春
日
市
の

歴
史
や
自
然
を
た
た
え
、老
若
男
女
が
力

を
合
わ
せ
て
つ
く
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、春
日
市
の

未
来
を
描
く
明
る
い
応
援
歌
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
歌
と
映
像
に
は
、春
日
市
を

明
る
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
と

い
う「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」へ

の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

jy
o
n
a
sa
n
@
city

.ka
su
g
a
.

fukuoka.jp

男
ひ と

女のち・か・ら（映像版）とじょなさん音頭 ウェブサイトで視聴できます
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

ベビーシッターの利用にご注意を

　埼玉県で、ベビーシッターを名乗る男性の自宅か
ら、男児の遺体が発見されるという痛ましい事件が発
生しました。このような事件が二度と繰り返されないよ
うにするため、ベビーシッターなどを利用する場合に
は、以下の点に注意してください。
▷保育料の安さや手軽に頼めるかではなく、信頼でき
るかという視点で、ベビーシッター事業者の情報を
収集しましょう。

▷インターネットから得られる情報だけでなく、必ず事
前に面会し、信頼に足る人物かどうかを確かめると
ともに、事業所名、氏名、住所、連絡先、保育場所
や資格登録証、万が一の事故に備えて保険に加入
しているかなどの確認をしましょう。

▷預けている子どもの体調が急変するなど緊急事態
が生じた際に、すぐに連絡を受けることができるよう
な体制を整えましょう。
※詳しくは、厚生労働省のウェブサイト「ベビー
シッターなどを利用するときの留意点」（
http :www.mhlw.go . jp/s t f /houdou/ 
0000040712.html)を見てください。
問い合わせ先　厚生労働省雇用均等・児童家庭局

保育課在宅保育係
☎03（5253）1111
F03（3595）2674

みんなできれいなまちづくり
春のクリーン作戦

　5月11日㈰に、市内全域で、春のクリーン作戦を行
います。
　これは、日頃利用している道路や公園などをきれい
にするとともに、｢ポイ捨て防止｣など市民一人一人の
マナーアップも目指そうというものです。
　美しいまちづくりのために、家族そろってクリーン作
戦に参加しましょう。

　なお、クリーン作戦に便乗して、家庭やマンション、
団地などから自転車や陶器・金属類、粗大ごみなどを
出すことは、絶対にしないでください。
問い合わせ先　春日市自治会連合会（地域づくり課
内）
☎（584）1111
F（584）1153

△男女のちから映像版
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春
日
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
と
春
日
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
し
て
い

る「
政
治
倫
理
審
査
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

当
審
査
会
で
は
、市
長
、副
市
長
、教
育
長
が
作
成

し
た
資
産
等
報
告
書
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
長
、副
市
長
、教
育
長
、市
議
会
議
員
の
政

治
倫
理
基
準
違
反
の
疑
い
な
ど
に
対
し
て
市
民
か
ら

調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、審
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民（
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
）

※
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
。

任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
28
年
６
月
30
日（
２
年
間
）

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０
０
円（
別
途
、

旅
費
と
し
て
１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　

２
人
以
内

選
考
方
法　

書
類
選
考

応
募
方
法　

５
月
16
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、指
定
の

申
込
書
と
作
文（
テ
ー
マ｢

私
が
望
む
春
日
市

の
政
治
倫
理｣

１
２
０
０
字
程
度
）を
提
出

す
る（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
情
報
政
策
課（
市
役
所
２
階
）に
置
い
て

い
ま
す
。ま
た
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。な
お
、提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先　

情
報
政
策
課
情
報
公
開
広
報
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

政治倫理審査会の委員を募集します
情報政策課 情報公開広報担当　☎（584）1111　F（584）1142

よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
に
出
向

き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

▽
５
月
12
日
㈪　

春
日
地
区
若
水
会
館（
公
民
館
）

▽
５
月
19
日
㈪　

春
日
公
園
地
区
公
民
館

▽
５
月
20
日
㈫　

春
日
原
南
地
区
公
民
館

▽
５
月
27
日
㈫　

平
田
台
地
区
公
民
館

▽
５
月
28
日
㈬　

春
日
原
地
区
公
民
館

▽
５
月
29
日
㈭　

桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
春
日
原
南
地
区

は
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

出前トーク（5月開催分）の日程
行政管理課 企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

5月4日㈰～6日㈫
ごみの収集を休みます

　5月4日㈰から6日㈫は、ごみの収集を休みま
す．
　振替収集はありませんので、注意してくださ
い。
問い合わせ先　ごみ減量推進課　ごみ減量

担当
☎（584）1111
F（584）1147

議会報告会を開催します

　議員が日頃の議会活動を報告し、市民の皆さんと
の意見交換を行います。
　申し込みは不要です。気軽に来場してください。
日時　５月８日㈭

午後７時～８時30分

場所　ふれあい文化センター旧館大会議室（大谷
６ー24）

問い合わせ先　議事課議事担当
☎（584）1111
F（584）1146



トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

市内図書館をネットワーク化

図書館振興財団からの助成が決定
　現在市は、市民図書館と市内小中学校図書室の図書資料を相互に貸出しができ
るネットワーク化を計画しています。
　このネットワーク化に対する助成として、この度、公益財団法人図書館振興財
団から1000万円の助成を受けることが決定し、３月28日に市役所で贈呈式が行
われました。同財団は、市民の自立を支援する生涯学習の施設である図書館の振
興のために発足した財団で、今年度は全国で13事業に対し助成することが決定しています。
　同財団の石

いしかわ

川徹
て つ や

也理事は、「学習は過程が大切であり、これは何だろうと疑問を抱くことから始まります。図書館シス
テムの統合によって、「春日市民のことば」の中にある『市民の教養を高める』ことに貢献でき、市民が元気になることを
期待しています」と話しました。

△助成金目録を手渡しする同財団の 
石川理事（左）

新小学 1年生へ

ランドセルカバーを寄贈
　今年度小学校に入学する新1年生のために、春日地区交通安全協会
からランドセルカバーが教育委員会に寄贈され、さっそく入学式の日
に新1年生に配布されました。このカバーには、車やバイクなどの運転
手が遠くからでも児童を確認できるようにと、目立つ黄色が使われています。また、イラストには「無事に帰る」という
願いを込めて「カエル」が採用されています。ランドセルカバーを付けた新1年生を見かけたら、車やバイクの運転手は
速度を落とし、安全運転に努めましょう。

◁
教
育
長（
写
真
左
）に
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
た
、

出で
ぐ
ち口

同
協
会
春
日
支
部
長

（
同
中
央
）と
久ひ

さ
づ
み積
同
協
会 

副
会
長（
同
右
）

土井高徳さん

子どもの人権を考える講演会
　連日のように児童虐待などの痛ましい事件がニュースで報道される中、３月23
日、ふれあい文化センターで「子どもの人権を考える講演会」が行われました。　
　講師の土

ど い

井高
たかのり

徳さんは、児童虐待・非行・親の育児放棄・発達障がいなど、心に深い傷を負った子どもたちと一緒に暮
らし、子どもの心の傷を癒して、徐々に生きる力を取り戻し、社会へと自立させる治療的里親として、「土井ホーム」を運
営しています。
　講演で土井さんは、さまざまな困難を抱える子どもに対して、「今は効果がなくても、『言って、聞かせて、して見せて、
ほめてあげる』ことで、20年後には分かってくれる日がきます」と子育てに奮闘している人たちにエールを送りまし
た。また、不登校や非行をする子どもへの対処法として、段階を踏んで達成感を作り、登校できるようにすることや、子
どもの将来の希望について親子で一緒に考えることの大切さなどを紹介。さらに、子どもの怒りへの対処方法として、
「あなたは今こういうことで怒っているのね」と応答をすることで、子どもに怒りの感情にあることを知らせる「感情の
ラベル付け」を行い、併せていらいらの代わりのものを見つけてあげることが大事であるなど、さまざまな困難を抱え
る子どもへの対処法についても教えてくれました。

◁
実
話
を
も
に
子
ど
も 

へ
の
対
処
法
を
話
す 

土
井
さ
ん

市 報 か す が
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惣利地区公民館

井浦五郎太陽光発電所完成披露式
　3月30日、惣利地区公民館で、井浦五郎太陽光発電所の完成披露式が行われました。
この太陽光発電設備は、元惣利地区公民館長であった故・井

い う ら

浦五
ご ろ う

郎さんの遺志により、
子の井

い う ら

浦正
まさゆき

之さんが同公民館に寄贈したものです。太陽光発電設備を「井浦五郎太陽光
発電所」と命名し、売電金は自治会の収入として今後の自治会活動に活用されます。
　五郎さんは、生前から地域活動に積極的な関わりを持ち、公民館長時代には、地区の
名物ともなった獅子舞、太鼓、チンドン隊の「惣利好いとう会」や、龍

じゃ

おどりの「惣利平成
龍保存会」の立ち上げを応援するなど、地域に貢献してきました。
　完成披露式で、遺族代表の正之さんは、「地域の活性化と自然エネルギーを考える機会とするため、公民館に太陽光発
電設備を作ることが父の願いでした。今日の日をとても喜んでいると思います」と挨拶。寄贈を受け、同地区の樋

ひ ぐ ち

口自治
会長は、「発電された全量を売電して、地域の活性化のために使わせてもらいます。また、子どもの環境教育としても活
用していきます」と謝辞を述べました。この後、玄関ホールで正之さんと代表の子どもたちによる通電式が行われると、
惣利好いとう会によるお祝いの獅子舞も登場。地域みんなで完成を祝いました。

◁
通
電
式
で
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
井
浦
正
之

さ
ん
と
代
表
の
子
ど
も
た
ち

小山涼音さん（大谷小６年）

第２回平和のメッセージコンテストで最優秀賞
　「第２回平和のメッセージコンテストinちくぜん」の小学校の部で、小

こ や ま

山涼
す ず ね

音さんが最優秀賞を受賞しました。
　これは筑前町と太刀洗平和記念館が、戦争の記憶と平和の尊さを語り継ぐために作文の募集を行ったものです。
　受賞の報告のために３月31日、市役所を訪れた小山さんは、作文の中で、JRC（青少年赤十字）の活動の一環で韓国

にホームステイをした時の体験を通して、平和を実現させるためには他文化
や他国の人の事を知り、理解することが大切であると訴えています。
　作文を書くのが好きで、毎日欠かさず新聞とニュースを見聞きすると話す
小山さんに対して市長は、「表現力、感性が素晴らしいですね。中学校に入学
しても素晴らしい表現力でみんなの心に安らぎを与えていってください」と
エールを送りました。　　　　　　　　　　※学年は受賞当時のものです。

や
　
小

エ

▷
受
賞
し
た
小
山
さ
ん（
前
列

中
央
）

災害時のし尿等の収集運搬の協力

協定書を締結
　４月１日、春日市役所で、災害時の「し尿等の収集運搬の協力協定書」の調印式
を行いました。協定を結んだのは春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、那珂川町
の４市１町と筑前環境整備事業協同組合です。
　これにより、大規模な災害が発生した場合においても、し尿収集運搬業務を迅
速かつ円滑に行うことができるようになります。
　調印式を終え、筑前環境整備事業協同組合の松

ま つ お

尾理事長は、「万が一の自然災害が発生した際には、少しでも市民の皆
さまのお役に立てることを光栄に思います」と述べました。

△協定書を交わした春日市長（左から 
２番目）と同組合理事

16市 報 か す が
平成26年5月1日
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イ
ベ
ン
ト

水
城
築
造
１
３
５
０
年

記
念
写
真
展

　

古
代
史
上
最
大
級
の
遺
跡
で
あ
る
水

城
が
造
ら
れ
て
今
年
で
１
３
５
０
年
を

迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
、市
内
の
小

水
城
を
始
め
、水
城
関
連
の
史
跡
を
紹

介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

　

観
覧
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
１
日
㈭
〜
25
日
㈰（
５
月

20
日
㈫
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料 

館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

精
華
女
子
短
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
５
回
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

精
華
女
子
短
期
大
学
や
他
大
学
の
学

生
、音
楽
を
愛
好
す
る
地
域
の
人
た
ち

で
結
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

無
料
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時（
開
場
／
午

後
１
時
30
分
）　

場
所　

精
華
女
子
短
期
大
学
記
念
館
２

階
カ
フ
ェ
テ
リ
ア（
福
岡
市
博

多
区
南み

な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

演
目　

舞
踏
会
の
美
女（
ル
ロ
イ
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
）、ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲

第
６
番（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）、ヴ
ォ

カ
リ
ー
ズ（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）他

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学　
　

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

info

＠seika.ac.jp 

第
４
師
団
創
立
60
周
年

福
岡
駐
屯
地
開
設
64
周
年
記
念
行
事

　

陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団
の
記
念
行
事

で
す
。家
族
や
友
人
を
誘
い
合
っ
て
来

場
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
25
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地（
大

和
町
５
ー
12
）

※
車
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
ま
た
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
JR
南
福
岡
駅
・
西
鉄
春
日
原
駅
発
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
、20
分
間
隔
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

太
鼓
演
奏
、観
閲
式（
記
念
式

典
・
パ
レ
ー
ド
）、オ
ー
ト
ド
リ

ル
、ら
っ
ぱ
ド
リ
ル
、訓
練
展

示
、装
備
品
試
乗（
戦
車
・
軽

装
甲
機
動
車
な
ど
）、音
楽
演

奏
、自
衛
隊
の
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、模
擬
売
店
、ち
び
っ
こ
広

場
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
師
団
司
令
部
広
報

室

☎（
５
９
１
）１
０
２
０

F（
５
０
１
）２
７
３
０

開
催
し
ま
す

平
成
26
年
度
看
護
の
日
の
つ
ど
い

　

県
は
、「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心

に
」を
テ
ー
マ
に
、「
看
護
の
日
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時（
開
場
／
正

午
）

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階
・
パ

サ
ー
ジ
ュ
広
場（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー
２
）

内
容　

▽
記
念
講
演

車
椅
子
か
ら
の
出た

び
だ
ち発
〜
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
よ
り
も
車
い
す
の
今

が
幸
せ
に
思
う
理
由
〜

講
師　

鈴す
ず
き木
ひ
と
み
さ
ん（
元
ミ
ス

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
日

本
代
表
）

▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
救
急
蘇
生
の
実
演

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

▽
健
康
相
談（
正
午
〜
午
後
３
時
）

▽
看
護
師
な
ど
に
な
る
た
め
の
進
路
相

談
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
保
健
医
療
介

護
部
医
療
指
導
課
看
護
指
導
係

☎（
６
４
３
）３
２
７
６

F（
６
４
３
）３
２
７
７

福
岡
地
方
裁
判
所

裁
判
員
選
任
手
続
体
験

　

同
裁
判
所
は「
憲
法
週
間
」（
５
月
１

日
〜
７
日
）に
ち
な
み
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

同
裁
判
所（
福
岡
市
中
央
区
城

じ
ょ
う

内な
い

１
ー
１
）

内
容　

裁
判
員
選
任
手
続
き
の
模
擬
体

験
、裁
判
官
へ
の
質
問
、裁
判
傍

聴
、法
服
着
用
体
験
な
ど

定
員　

40
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
広
報
係

☎（
７
８
１
）３
１
４
１（
内
線
３
１
０
６
）

子
育
て

み
ん
な
で
子
育
て
フ
ァ
ミ・サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の
手

伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）」

が
支
え
あ
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が
い
会

員
に
な
る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
生
後
３
カ
月

以
上
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

６
月
８
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

　
　
　

学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

※
託
児
室
は
旧
館
集
会
室
Ａ
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、横
２・
５
㎝
）、印
鑑

（
認
印
）、筆
記
用
具

申
込
方
法　

５
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
詳
し
く
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー
や
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ

ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、す
く
す

く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）に

あ
る
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku
oka.jp

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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haru̶
t@
bb.csf.ne.jp

http://w
w
w
.kasuga-taikyo.

com春
日
市
体
育
協
会

肩・腰・膝
け
が・故
障
の
予
防
教
室

　

日
頃
、肩
・
腰
・
膝
に
不
安
を
抱
え
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
生
活
を
し
て
い
る
人

の
た
め
の
、実
習
を
含
め
た
講
義
で
す
。

誰
で
も
何
度
で
も
気
軽
に
受
講
で
き
ま

す
。

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
内
容　

６
月
コ
ー
ス

▽
６
月
８
日
㈰（
肩
編
）

▽
６
月
15
日
㈰（
腰
編
）

▽
６
月
29
日
㈰（
膝
編
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

多
目
的
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

吉よ
し
い井　

剛つ
よ
しさ
ん（
医
療
法
人
仁

正
会
鎌
田
病
院
理
学
療
法
士
）

受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
21
日
㈬
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
込
書

を
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru̶
t@
bb.csf.ne.jp

http://w
w
w
.kasuga-taikyo.

com

福　

祉

平
成
26
年
度

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

巡
拝
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹
で
、

実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳

以
下
の
人

※
募
集
人
数
が
定
員
を
下
回
っ
た
場

合
、自
費
参
加
を
了
承
す
る
人
に
限

り
、弾
力
的
運
用（
戦
没
者
の
孫
、参

加
す
る
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、

甥
、姪
）を
認
め
て
い
ま
す
。

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

期
間　

９
月
20
日
㈯
〜
27
日
㈯（
８

日
間
）

定
員　

30
人

○
硫
黄
島（
第
２
次
）

期
間　

９
月
23
日
㈫
〜
24
日
㈬（
２

日
間
）

定
員　

１
０
０
人

○
沿
海
地
方

期
間　

９
月
25
日
㈭
〜
10
月
２
日
㈭

（
８
日
間
）

定
員　

15
人

※
実
施
期
間
、定
員
に
つ
い
て
は
、今
後

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ

春
日
市
水
泳
大
会

参
加
者
募
集

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
８

月
24
日
㈰
予
定
）の
出
場
選
手
選
考
を

兼
ね
た
水
泳
大
会
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人

日
時　

６
月
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
／
午
前
８
時
20
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法　

５
月
17
日
㈯（
必
着
）ま

で
に
、申
込
書
を
直
接
春
日
市

体
育
協
会
事
務
室
に
提
出
す

る（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
み
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
）

※
開
催
要
項
や
参
加
申
込
書
な
ど
は
、

５
月
１
日
㈭
以
降
、市
民
ス
ポ̶

ツ

セ
ン
タ
ー
、温
水
プ
ー
ル
、西
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東

１
ー
４
ー
１
）、北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
昇
町
２
ー
３
）、市
役
所（
市
民

課
受
付
）、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）に
置
い
て
い
る

他
、同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
体
育

協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
26
年
度
総
会

　

同
会
の
前
年
度
活
動
報
告
や
本
年
度

活
動
計
画
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

同
じ
立
場
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。託
児
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
・
寡

婦
、母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員

日
時　

５
月
17
日
㈯

▽
総
会　

午
後
６
時
30
分
〜

▽
懇
談
会　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、年
会
費

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。弁
当
を
準

備
し
ま
す
の
で
、参
加
を
希
望
す
る

人
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
白
水
大
池
公
園

「
虹
の
売
店
」

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

　

ぶ
ど
う
の
庭
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
地
域
団
体
を
支
援
し
、春
日
市
の

ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て

い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
し

て
み
た
い
人
は
、立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
の
で
一
度
見
て
く
だ
さ

い
。

5
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

　

時
間
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
＆

お
や
つ
教
室（
５
月
19
日
㈪
、料
理

３
０
０
０
円
・
お
や
つ
２
０
０
０
円
）

■
親
子
で
物
作
り
〜
布
わ
ら
じ
作
り

（
５
月
25
日
㈰
、６
０
０
円
）

■
み
ん
な
の
居
場
所
〜
野
菜
の
苗
植

え
、み
ん
な
で
公
園
へ
行
こ
う（
５
月

12
日
㈪
、５
０
０
円
）

■
オ
カ
リ
ナ
教
室（
５
月
12
日
㈪
、19
日

㈪
、月
謝
３
０
０
０
円
）

■
春
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

会
〜
仲
間
募
集（
毎
月
第
４
火
曜
日
、

５
０
０
円
）

■
新
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
・
宗
像

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
見
学
会
〜

（
５
月
31
日
㈯
、５
０
０
円
）

○
輪
転
機
の
価
格
を
改
定

製
版
１
枚
50
円
、印
刷
１
枚
１
円

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　

F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com
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母
子
家
庭
等
就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

講
習
会
参
加
者
募
集

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
ま
た
は
寡

婦
で
、求
職
し
て
い
る
ま
た
は
転
職
を

希
望
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
中
級（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）夜
間
講
習
会

日
時　

６
月
５
日
㈭
〜
25
日
㈬
の
平

日
12
日
間

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ

Ａ
ル
ー
ム

受
講
料　

１
０
０
０
円
程
度（
テ
キ

ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、少
数
の
場
合
は

中
止
の
場
合
あ
り
）

託
児　

１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要

予
約
）

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈫（
必
着
）

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
習
会（
通

信
制
）

日
時　

６
月
21
日
㈯
〜
９
月
27
日
㈯

の
毎
週
土
曜
日（
15
日
間
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所

▽
講
義（
10
日
間
）

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

▽
実
技
講
習（
５
日
間
）

未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ　

博
多
校

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
１
ー

10
ー
32
）

※
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
無
料
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま

す
。

受
講
料　

４
０
０
０
円
程
度（
テ
キ

ス
ト
代
）

定
員　

24
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、少
数
の
場
合
は

中
止
の
場
合
あ
り
）

託
児　

１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要

予
約
）

申
込
期
限　

６
月
２
日
㈪（
必
着
）

申
込
方
法　

各
申
込
期
限
ま
で
に
、所

定
の
申
込
書
を
郵
送
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
、こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所

２
階
）ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
、同
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://
fukuoka-kenboren.jp/

）
で
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

環　

境

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

相
談・販
売
会

　

生
ご
み
で
堆
肥
を
作
る「
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」用
具
の
販
売
と
、堆
肥

作
り
の
こ
つ
や
、堆
肥
の
使
い
方
な
ど

に
つ
い
て
の
無
料
の
相
談
会
で
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、時
間
中
の
入
退
場

も
自
由
で
す
。

日
時　

毎
週
金
曜
日（
年
末
年
始
を
除

く
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ご
み
減
量
推
進
課（
市
役
所
３

階
）

問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

講
演
講
座

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
ウ
ト
グ
チ
瓦

窯
の
歴
史
を
学
び
、や
き
も
の
作
り
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

期
日　

６
月
14
日
㈯

時
間

▽
午
前
の
部

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
３
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
14
日
㈬
〜
６
月
13
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
窓
口

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
、希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、参
加
者
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

消費生活 信通

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
【相談日】 毎週月～金曜日
【時　間】 午前10時～午後0時15分
 午後1時～4時
【場　所】 市消費生活センター
 （光町1-73）

オンラインゲームの決済トラ
ブル
　スマートフォンでオンライン
ゲームをやっていた子どもに
「ゲームのアイテムを買いたい」と
言われ、今回だけと思い自分のク
レジットカード番号などを入力し
て1000円分購入した。後日カー
ド会社からの請求額が8万円に
なっていて驚いた。どう対応した
らよいか。
ひとこと助言
　オンラインゲームに関する相談
が増加しています。ネット上のク
レジットカード決済は、一度番号
を入力すると登録となり、登録後
は簡単な認証のみで利用できるサ
イトがあります。ゲームの料金体
系、決済方法などについて確認し、
ゲームの遊び方やルールについて
子どもとよく話し合いましょう。
トラブルになった場合は、消費生
活センターに相談してください。

５月は消費者月間です。

　今年は「つながろう消費者～安
全・安心なくらしのために～」を
テーマに、消費者、事業者、行政が
一体となって消費者問題に関する
普及啓発・教育などの活動を集中
的に行います。
　また、春日市消費生活センター
では、悪質商法・架空請求の他にも
多重債務の相談など消費生活に関
するトラブルの解決の手助けや助
言を行っていますので、気軽に相
談してください。
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前
方
後
円
墳
を
考
え
る

講
演
会

　

専
門
家
を
招
き
、前
方
後
円
墳
に
つ

い
て
考
え
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

講
演
内
容
・
講
師

▽
前
方
後
円
墳
は
政
治
的
墳
墓
で
あ
る

広ひ
ろ
せ瀬
和か

ず
お雄
さ
ん（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
総
合
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

▽
古ふ

る
い
ち市
古
墳
群
成
立
の
契
機　

津つ
ど
う
し
ろ

堂
城

山や
ま

古
墳
の
被
葬
者
を
め
ぐ
っ
て

天あ
ま
の野
末す

え
き喜
さ
ん（
藤
井
寺
市
教
育
委

員
会　

文
化
財
学
芸
員
）

▽
那
珂
川
流
域
の
前
方
後
円
墳

重し
げ
ふ
じ藤
輝て

る
ゆ
き行
さ
ん（
佐
賀
大
学
文
化
教

育
学
部
准
教
授
）

定
員　

３
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
前
方
後
円
墳

を
講
演
す
る
会
事
務
局　

寺て
ら
さ
き崎

☎（
５
８
１
）３
１
６
１

fukuoka

‐d@
io.ocn.ne.jp

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、そ

の
他
の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
る
救
命

講
習
会
で
す
。上
級
講
習
は
筆
記
と
実

技
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

中
学
生
以
上
で
春
日
市
、大
野

城
市
、那
珂
川
町
の
い
ず
れ
か

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

内
容
・
日
時

▽
普
通
救
命
講
習
１　

６
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

▽
上
級
救
命
講
習

６
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

相　

談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

５
月
13
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

F（
９
２
２
）３
３
４
２

福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会

く
ら
し・事
業
な
ん
で
も
相
談
会

　

地
元
住
民
・
企
業
な
ど
を
対
象
と
し

た
共
同
相
談
会
で
、複
数
の
専
門
職
に

一
度
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
受
付

／
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

※
相
談
は
１
人
30
分
で
す
。

場
所　

福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂（
福
岡
市

中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
２
ー
５
ー
１
）

相
談
担
当
者　

行
政
書
士
、社
会
保
険

労
務
士
、弁
護
士
、公
認
会
計

士
、税
理
士
、司
法
書
士
、土
地

家
屋
調
査
士
、不
動
産
鑑
定
士

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
事
務
局　

福
岡
県
行
政
書
士
会

☆（
６
４
１
）２
５
０
１

★（
６
４
１
）２
５
０
３

募　

集

白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
六
期
生
募
集

　

全
８
回
の
活
動
を
通
し
て
、仲
間
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
星
や
宇
宙
の
こ

と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生

期
日
・
内
容

▽
第
１
回　

６
月
７
日
㈯

　

星
空
っ
て
な
ぁ
に
？

▽
第
２
回　

６
月
21
日
㈯

　

春
の
星
座

▽
第
３
回　

７
月
12
日
㈯

　

夏
の
星
座

▽
第
４
回　

７
月
26
日
㈯

　

双
眼
鏡
を
使
お
う

▽
第
５
回　

８
月
９
日
㈯

　

太
陽
を
見
よ
う

▽
第
６
回　

８
月
30
日
㈯

　

月
を
見
よ
う

▽
第
７
回　

９
月
20
日
㈯

　

望
遠
鏡
を
使
お
う（
土
星
の
観
察
）

▽
第
８
回　

９
月
27
日
㈯

　

地
球
と
そ
の
仲
間

時
間　

午
後
５
時
〜
６
時（
第
５
回
は

午
後
３
時
〜
４
時
、第
７
回
は

午
後
６
時
〜
７
時
）

場
所　

同
施
設（
下
白
水
２
０
９
ー

１
７
１
）

受
講
料　

無
料（
実
費
が
必
要
と
な
る

場
合
あ
り
）

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
１
日
㈭
〜
10
日
㈯

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、学
年
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
施
設

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.ne.

jp

ご
み
の
内
訳

　

春
日
市
の
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る

ご
み
の
中
身
は
、全
体
の
34
％
を
紙

ご
み
、30
％
を
生
ご
み
が
占
め
て
い

ま
す
。

　

更
に
、紙
ご
み
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
紙
が
半
分
以
上
含
ま
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、生
ご
み
の
２
／
３
が
水

分
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
燃
え
る
ご
み
の
焼

却
に
は
約
５
億
１
０
０
０
万
円
の
費

用
が
掛
か
っ
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
紙
の
焼
却
や
、生
ご
み
の
水

分
を
蒸
発
さ
せ
る
た
め
に
、そ
れ
ぞ

れ
約
１
億
円
も
の
お
金
が
使
わ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
減
量
推
進
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

プラスチック
20％

乾いた
生ごみ
10％

水分
20％

生ごみ
30％

紙ごみ
34％ リサイクル不可

15％

リサイクル可
19％

その他
9％繊維

7％

◀
平
成
23
年
度
春
日
市
家
庭
系

　

燃
え
る
ご
み
の
内
訳（
重
量
比
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみ
のののののののののの
ここここここここここ
とととととととととととととととととととととととととととととと

ご
み
の
こ
と

注
：
燃
え
る
ご
み
の
内
訳
の
統
計
は

     

３
年
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
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春
日
好
陶
会
会
員
募
集

焼
き
物
作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

食
器
・
酒
器
や
花
器
な
ど
を
、成
形
か

ら
素
焼
、施
釉
、本
焼
ま
で
、創
意
を
凝

ら
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
８
回
程
度

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

作
陶
室（
大
谷
６
ー
24
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円（
他
に
粘
土

代
、焼
成
料
な
ど
が
必
要
）

定
員　

若
干
名

申
込
方
法　

５
月
31
日
㈯
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、経
験
の
有
無
を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

武た
け
と
み富　

清
き
よ
し

（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町
１
ー

30
）

☎（
５
８
１
）４
４
８
６（
F
兼
用
）

※
電
話
は
午
後
６
時
〜
９
時
の
み
。

そ
の
他

駐
車・駐
輪
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

5
月
は
、行
楽
、帰
省
な
ど
で
交
通
量

が
増
加
す
る
時
期
で
す
。違
法
駐
車
は
、

交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
り

ま
す
。ま
た
、歩
道
な
ど
に
放
置
し
た
自

転
車
は
、歩
行
者
の
通
行
妨
害
と
な
り

ま
す
。駐
車
・
駐
輪
す
る
際
は
、短
時
間

で
も
駐
車
場
や
駐
輪
場
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
警
察
本
部
駐

車
対
策
課

☎（
６
４
１
）４
１
４
１

福
岡
県
筑
紫
県
税
事
務
所

普
通
自
動
車
税
の
期
限
内
納
付
を

　

普
通
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、６
月

２
日
㈪
で
す
。期
限
内
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
の
普
通
自
動
車
所
有

者
に
、平
成
26
年
度
自
動
車
税
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。自
動
車
税
は
近

く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
自
動
車
税

係

☎（
５
１
３
）５
５
７
６

F（
５
１
３
）５
５
９
７

飼
い
主
の
い
な
い

ネ
コ
の
譲
渡
会

　

保
護
さ
れ
た
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ

（
ト
イ
レ
の
し
つ
け
済
み
、完
全
室
内
飼

養
）を
、家
族
の
一
員
と
し
て
生
涯
大
事

に
し
て
く
れ
る
人
に
譲
渡
し
ま
す
。

　

猫
の
引
き
渡
し
は
後
日
行
い
ま
す
。

な
お
、猫
の
引
き
取
り
は
一
切
し
て
い

ま
せ
ん

日
時　

５
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

大
野
城
市
役
所
南
広
場（
大
野

城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

ね
こ
と
も
の
会

☎
０
８
０（
８
５
５
４
）７
６
３
２

nekotom
onokai@

yahoo.co.
jp

市民図書館から未
来
に

ホ
ン
気
！

未
来
に

ホ
ン
気
！

　５月３日～６日は待ちに待ったゴールデンウィークです。５月は気候も穏やかで１年で最も過
ごしやすい季節でもあります。外に出て心も体もリフレッシュしませんか。今回はそんな“思わ
ず外に出たくなる本”を紹介します。

　「あ、あの雲、動物の形をしている！」という経験は皆さん一度はあ
ると思います。この本には雲でできたイヌやウサギ、カバにセイウ
チ、さらにはミッキーマウスまで、つい笑顔になってしまうような写真
が大集合。まるで空の動物園です。空を見上げ、あなただけの空の
動物園を楽しんでみませんか。

　“巨大仏”という言葉をご存じでしょうか。その名の通り巨大な大
仏のことを指します。日本一の巨大仏はなんと120メートル…！福
岡にも篠栗の釈迦涅槃像（涅槃像としては日本最大）をはじめ、久留
米市、朝倉市にも巨大仏があります。ユーモラスな巨大仏の世界を
ちょっとのぞいてみませんか。

　箱根駅伝を走りたい。そんなハイジの夢が天才ランナー走（カケ
ル）と出会ったことで動き出す。走ること（生きること）とは何なのか、
個性豊かな陸上部員が真の「強さ」を知るため、夢中で突き進みま
す。泣いて笑える超ストレートな青春小説。読んだら走り出したくな
ること間違いなし。

『空のどうぶつえん』
田
たなか

中達
たつ や

也／著　講談社　748ﾀ【棚26】

『巨大仏！！』
中
なかの

野俊
としなり

成／著　河出書房新社　748ﾅ【棚26】

『風が強く吹いている』
三
みうら

浦しをん／著　新潮社　YA Fﾐｳ【棚54】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp思わず外に出たくなる本

ビブリオバトル参加者募集！！
　心に残った本や自分のとっ
ておきの一冊について、誰か
に話したい、みんなに勧めた
い、と思ったことはありません
か。「ビブリオバトル」は、1人５
分間で本の魅力を発表し、聴
衆をいかに「その気」にさせる
かを競う書評合戦。今年から年
４回、定期的に開催します。本
と人との新しい出会いを体験
してみませんか。
日時　5月17日㈯
　　午後2時～4時
場所　ふれあい文化センター

新館ミニホール
定員　▷発表者5人▷観戦者

40人
申込・問い合わせ先　市民図

書館
☎（584）4646

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を



須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739 天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （F兼用） 大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

5月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保護
者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：7日㈬、8日㈭
▶光町：16日㈮、30日㈮

▶白水：8日㈭、9日㈮、21日㈬、22日㈭
▶毛勝：7日㈬、28日㈬

午前11時～
11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：23日㈮
▶光町：27日㈫

▶白水：30日㈮
▶毛勝：15日㈭ 午前10時30分～

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：15日㈭、16日㈮、29日㈭、30日㈮
▶光町：8日㈭、9日㈮、22日㈭、23日㈮

▶白水：14日㈬、15日㈭、27日㈫、28日㈬
▶毛勝：8日㈭、9日㈮、22日㈭、23日㈮

1日（木）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

10日（土） 母の日のプレゼント製作（ハッピービーズアクセサリー）　午前10時30分～正午、12人、50円 

11日（日）
屋上DEあそぼ（インラインスケート）　午後2時～3時、先着
12人、長めの靴下・手袋持参、貸し出しスケート靴有（24㎝
まで）（持参可）※雨天中止

13日（火） すくすく育児相談　午前10時～11時30分
17日（土） わんぱく広場（ダブルダッチ）　午後2時～3時
23日（金） おはなしな～に？　午前11時～11時30分
24日（土） 道場やぶり（職員と対決）午後2時～3時

25日（日）
わくわくクッキング（色どりパフェ）
午前10時30分～正午、12人、150円 
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

31日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

1日（木）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

10日（土）

母の日のプレゼント製作（レースのラブリーコサージュ）
午前10時30分～正午、10人、50円 

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

17日（土） けかつ広場（わくわくレクリエーション大会）午後2時～3時

18日（日） かんたんクッキング（たこ焼風くるりん焼）午前10時30分～正午、10人、150円 

24日（土） 運動遊び（ドッジボール）　午後2時～3時

25日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

30日（金） おはなし・だいすき　午前11時～11時30分

31日（土） 道場やぶり（春のクイズラリー）午後2時～3時

7日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

10日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午
おはなし広場　午後2時～2時30分

11日（日） みんなで工作（キラキラ小物入れのプレゼント）午前10時15分～正午、10人、100円 
14日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

17日（土） インラインスケート教室　午後1時30分～3時、12人 ※雨天の場合は24日（土）に延期
18日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分
21日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

25日（日）
楽しいクッキング（カラフルポテトサラダ）
午前10時15分～正午、10人、100円 
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

28日（水） 屋上DEであそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

今月の休館日

3日㈯、4日㈰、
5日㈪、6日㈫、
12日㈪、19日㈪
20日㈫、26日㈪

児童
センター須玖 児童

センター白水

児童
センター光町 児童

センター毛勝

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（5月 1日（木）午後 5時以降
に申し込み。受付／午後 6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1人 1行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

1日（木）

こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム
屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

8日（木） ワイワイ広場　午後4時～4時40分

11日（日）
母の日のプレゼント製作（オシャレな小物入れ）　午前10
時30分～正午、10人、150円 
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

14日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分
15日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

17日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール
22日（木） ワイワイ広場　午後4時～4時40分

24日（土） かんたんクッキング（牛乳プリン　ア・ラ・モード）午前10時～正午、10人、150円 
25日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
29日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止
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開館日／金～日曜日　
時間／午後2時～9時

下白水209-171白水大池公園内
☎（558）9099   F（558）9023

　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

夜空の人
気者、木星・火星・土星が大集合

期　日 時　間 内　容
5月2日㈮～6日㈫

午後7時～9時

地球の仲間めぐりをしよう
9日㈮～11日㈰ 今年初めての土星を見よう
16日㈮～18日㈰ 春の大曲線をたどろう
23日㈮～25日㈰ さよなら木星観望会

7月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成26年6月2日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

三
みさわ

澤  丞
じょう

ちゃん
平成24年5月9日生

（小倉）

秋
あきよし

吉  希
きこ

香ちゃん
平成25年5月8日生
（若葉台西）

髙
たかはし

橋  煌
きらと

翔ちゃん
平成25年5月7日生
（若葉台西）

村
むらかみ

上  沙
さや

優ちゃん
平成24年5月25日生
（若葉台東）

江
えぐち

口  翔
しょうた

太ちゃん
平成25年5月24日生

（宝町）

古
ふるや

屋  匠
たくと

翔ちゃん
平成23年5月9日生
（若葉台西）

酒
さこう

匂  光
こなつ

夏ちゃん
平成23年5月12日生
（春日公園）

古
ふるむら

村  剛
つよし

ちゃん
平成23年5月23日生
（春日原南町）

永
ながかわ

川  歩
あゆか

佳ちゃん
平成25年5月4日生
（春日原北町）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

　上記以外の天体観測もできます。昼間は太陽などを
観察できます。市ウェブサイトでは、星の館のさまざまな
情報を掲載しています。

　
若
草
萌
ゆ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。今
年
は
寒
い
時
期
が
長
か
っ

た
せ
い
か
、春
の
訪
れ
が
こ
と
さ

ら
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
▼
私
の
友

人
に
は
な
ぜ
か
登
山
好
き
が
多

く
、年
中
山
登
り
に
誘
わ
れ
ま
す
。

体
力
に
自
信
の
な
い
私
は
何
か
と

言
い
訳
を
考
え
て
は
避
け
て
い
る

の
で
す
が
、こ
の
時
期
だ
け
は
進

ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
▼
穏
や
か

な
気
候
、小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、そ
し

て
芽
生
え
た
ば
か
り
の
緑
を
体
中

に
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
登
り
ま

す
。登
山
愛
好
家
に
は
頂
上
か
ら

の
眺
め
が
最
高
と
い
う
人
が
多
い

の
で
す
が（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
素

晴
ら
し
い
の
で
す
が
）、私
は
む
し

ろ
道
程
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。植

物
に
詳
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
、あ
り
き
た
り
な

草
花
に
惹
か
れ
ま
す
▼
ひ
ま
わ
り

の
よ
う
な
大
輪
の
花
は
咲
か
せ
ら

れ
な
く
て
も
、な
ず
な
の
よ
う
に

大
地
に
し
っ
か
り
足
を
付
け
て
歩

い
て
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

主な公共施設の連絡先

春日市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（市役所西出張所） ‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
すくすくプラザ（子育て支援センター） ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん ‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513 
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（3月31日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

総人口 11万1663人
（前月－30）

女 5万7527人
（前月＋16）

男 5万4136人
（前月－46）

世帯数 4万6050世帯
（前月+177）

増
転入 1439人
出生 73人
その他 4人

減
転出 1483人
死亡 57人
その他 6人

　平成13年に住民参加による計
画づくりでできた遊歩道です。
　四季を彩るさまざまな樹木が植
えられており、車両が多く通る大
土居交差点のそばにありながら、
緑に囲まれゆったりと自然を感じ
ることができます。
　奥にある水城の広場には、休憩
施設や小さな水路があります。

四季のみち

大土居

一の谷3丁目

天神山小入口

大土居
  水城跡

水城の広場
四季のみち

昇町7丁目

やよいバス停「昇町7丁目」徒歩3分

△四季のみち

春
日
市
PR大

使
か
す
が
く
ん

場所　昇町8丁目付近


